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経鼻栄養チューブ誤挿入の
ハイリスク患者の識別

聴診法を位置確認の
確定判断基準にしない

経鼻栄養チューブの挿入と位置確認のための
マニュアルの策定および順守

行動目標
3-a

減らそう！有害事象　多様な主体の参画で 4

ｐＨ測定をすべての経鼻栄養チューブ挿入時
の位置確認の基準に採用する

さらにチャレンジ！さらにチャレンジ！

対策
１

対策
2

対策
3

内容液を
採取できるか？

※制酸剤を使用していない
　患者を対象とする。

栄養剤開始

内容液を
採取できるか？

内容液は
pH5.5 以下か？

pH測定

30 分後
再度 pH測定

X線撮影で
チューブ位置確認

・チューブ挿入の長さを変える
・体位を変える
・30 分そのままにする
・入れ替える

Yes

Yes

Yes

Yes
No

No

No

No

内容液は
pH5.5 以下か？

※１つの推奨案であり、すべての患者に対してこの方法で確認すべきであるというものではない。

　　　　チャレンジ項目

対策
4

　  チューブ挿入を安全に行うポイント


